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光生成キャリア変調による光信号のテラヘルツ・サブテラヘルツ信号への直接変換 
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はじめに：高いサブキャリア信号(>10Gbits)を重畳できるテラヘルツ(THz)、サブテラヘルツ波は次世代の高速無線通信で有用である。一方で、光通信は高速有線通

信においての主役であり、この 2 つを繋ぐ光信号/THz・サブ THz 信号変換は重要な技術である。本報告では、光によるキャリア発生を用いて電気信号への変換なし

に光信号を THz 信号へ直接変換する方法を提案する。GaInAs/InP 基板に波長 1.55μm の光を照射すると自由キャリアが励起されるが、このキャリアが表皮効果によ

り THz 波の吸収係数を変化させ、基板を透過する THz 波に消光比を得ることができる。これを利用することで、THz 波の変調が行える。今回、初期実験としてレーザ

ダイオードによるサブ THz 波の変調実験を行ったのでご報告する。 
実験：ホーンアンテナから放射された100GHzのサブTHz波をレンズで集光し、

半絶縁性 InP 基板上に成長した GaInAs（2μm）に照射した。直径 8mm にコリメ

ートされた波長 1.55μm のレーザ光を 120Hz にチョッピングし、基板に照射する

ことで THz 波の強度変調を行った。信号は InP ショットキーバリアダイオードで

受信し、チョッパと同期したロックインアンプで検出した。 
結果：Fig.2に示すように、入力光強度の変化に伴いTHz波の振幅変化が確認

され、THz 波の変調が可能であることが示された。得られた消光比は約 16％で、

理論値とよく一致した。応答速度はキャリアの再結合寿命で決まるが、バイアス

によるキャリアの引き抜きや高キャリア密度化により、高速化が可能である。 
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Fig.2 Amplitude of modulated THz signal Fig.1 Measurement system


